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六
月
二
十
六
日
、
む
な
か
た
地
区
良
質
米
生
産
支
援
協
議
会
の

さ
い
で
ん
は
し
ゅ
さ
い

宮
中
献
上
米
斎
田
御
田
植
祭
が
五
月
の
播
種
祭
に
続
き
執
り
行
わ

れ
、
当
大
社
よ
り
葦
津
禰
宜
以
下
神
職
三
名
と
巫
女
二
名
が
宗
像

市
朝
町
の
田
中
一
彦
氏
所
有
田
へ
出
向
、
伊
規
須
国
光
同
協
議
会
々

長
(
J
A
む
な
か
た
・
代
表
理
事
組
合
長
）
ら
関
係
者
参
列
の
下
、

斎
行
さ
れ
た
。

当
日
は
台
風
五
号
の
影
響

も
心
配
さ
れ
た
が
雨
に
見
舞

わ
れ
る
事
無
く
、
午
前
九
時

に
は
関
係
者
が
集
合
し
準
備

が
行
わ
れ
、
同
十
一
時
よ
り

祭
典
が
執
り
行
わ
れ
た
。

葦
津
禰
宜
が
五
穀
豊
穣

と
皇
室
の
弥
栄
を
祈
念
す
る

祝
詞
を
奏
上
、
続
い
て
巫
女

が
豊
作
を
祈
念
す
る
神
楽

「
豊
栄
舞
」
を
奉
奏
し
た
。

「
田
植
の
儀
」
で
は
古
儀
に

則
り
斎
田
水
口
へ
お
供
え
と

し
て
斎
串
を
供
進
、
耕
作
主

傘

次の100 年、

人間には

何ができるのか。

＊之 100 years 
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に
よ
る
鍬
入
れ
、
御
祓
さ
れ
た
早
苗
が
が
振
舞
わ
れ
一
―

神
職
よ
り
耕
作
主
に
授
与
さ
れ
、
関
同
舌
鼓
を
打
っ
一

係
者
が
玉
串
を
神
前
に
捧
げ
祭
典
は
た
。
ま
た
今
年
―

終
了
し
た
。
六
月
に
J

A

む
一

続
い
て
「
御
田
植
行
事
」
が
行
わ
れ
、
な
か
た
代
表
一

福
岡
県
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
米
「
元
一
理
事
組
合
長
に
就
任
さ
れ
、
こ
の
協
議
会
一

気
つ
く
し
」
が
耕
作
主
、
協
議
会
々
長
、
一
の
会
長
を
務
め
ら
れ
る
伊
規
須
国
光
氏
よ
一

朝
町
地
域
の
中
学
生
か
ら
選
ば
れ
た
早
一
り
、
今
後
の
抱
負
と
事
業
計
画
に
つ
い
て
一

乙
女
等
に
よ
っ
て
心
を
込
め
植
え
ら
れ
た
。
こ
挨
拶
が
あ
り
御
田
植
祭
は
滞
る
事
無
く
一

祭
典
後
の
直
会
で
は
、
耕
作
主
を
務
め
一
締
め
括
ら
れ
た
。

る
田
中
家
よ
り
手
作
り
の
「
田
植
団
子
」
一
九
月
に
は
抜
穂
祭
（
稲
刈
り
）
が
行
わ
一

―
れ
、
こ
の
斎
田
で
収
穫
さ
れ
た
御
米
を
宮
一

一
中
へ
献
上
、
天
皇
陛
下
御
親
ら
ご
奉
仕
遊
二

二
ほ
さ
れ
る
十
一
月
二
十
三
日
の
新
嘗
祭
で
i
­

一
供
さ
れ
る
。
又
、
こ
の
献
上
で
は
、
御
米
一

あ
わ

了
と
共
に
粟
も
献
上
す
る
事
に
な
っ
て
い
る
。
~

中
津
宮
祇
園
祭

笠がのりり 島民祭る社
が執中つジ当内等典祇に七
おり‘けリ日をが後園て月
祓行午焼ジは疾山に祭夏＋
いわ後けリ天走笠はがの五
され―ると しを‘執疾日
れ神時よ日気た担法り病、
た職よう差快。ぎ被 退中
゜よりなし晴 雄姿g散津
り祭暑がと 壮のれを宮
山典さ照な に島、祈末

ー：ーニロ］』上り
神
...................... 

[ 9 置
•一

ま太後

一翌＇\tニコ§ ：覧
無祇か同--,ど をけイ山総合小
＜園なで嬰も山駆声サ笠出図学
終山ま臀祝広笠けと‘がでと生
わ笠ましぃ場巡回とオ曳大な奉

亙畠は点門姦且産だ］襄虞茎農
る年賑を了、 島の--,台供よ
事のや一、こ 内掛オのかる
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六
月
十
二
日
・
十
九
日
、
第
，
合
が
行
わ
れ
各
級
と
も
熱
戦
が
タ

三
十
五
回
全
国
か
る
た
競
技
宗
二
刻
ま
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

像
大
会
（
主
催
1
1

宗
像
大
社
、
全
i
大
会
二
日
目
、
十
九
日
は

A
.

日
本
か
る
た
協
会
、
主
管
1
1
九
州
：
B

級
（
有
段
者
）
の
試
合
が
行
わ
れ

｀
□

3
□
ロ

に
斎
館
で
開
催
さ
れ
た
。

1

―
な
り
鹿
児
島
県
の

大
会
一
日
目
、
十
二
選
手
が
大
会
に
参

日
は
小
・
中
・
高
校
生
を
．
＼
加
出
来
な
い
と
い

一

中
心
に
約
一
八

0
名
が
う
ハ
。
フ
ニ
ン
グ
が

参
加
し
、
C

級
、
D

級
、
一
ぁ
っ
た
も
の
の
、

初
心
者
、
シ
ニ
ア
級
で
試
i
九
州
は
も
と
よ
り遠

く
関
西
•
関
東
か
ら
も

実
力
者
が
そ
ろ
い
約

8
0名

参
加
の
も
と
行
わ
れ
た
。

結
果
は
、
高
校
生
か
ら
か

る
た
を
続
け
て
い
る
京
都

大
学
二
年
生
の
粂
原
圭
太

郎
氏
が
A
級
で
悲
願
の
優

勝
を
勝
ち
取
っ
た
。

本
年
も
大
会
関
係
者
・

選
手
の
協
力
に
よ
り
大
会

は
滞
る
事
無
く
無
事
終

了
。
選
手
達
は
お
互
い
の

健
闘
を
称
え
合
い
来
年
の

再
会
を
期
し
大
社
を
後
に

し
た
。

ー
全
国
か
る
た
競
技「 第三十五回全国かるた競技宗像大会成績表 — -J 

◆ A級／ 35名

優勝粂原圭太郎（京都大学かるた会）

準優勝渡遵美弓（九州かるた協会）

3 位西崎 良（早稲田大学かるた会）

3 位川原康嗣（広島県かるた協会）
-----------------------

◆ B級／39名

優勝木本景子
準優勝中村天海

3 位三木由希人
3 位鶴田紗恵

（九州かるた協会）

（九州かるた協会）

（九州かるた協会）

（九州かるた協会）

----------- - - -------------- -----

◆ C級／45名

優勝前川奈々美
準優勝山本貴大

3 位宮内郁明

3 位オ田哲也

（熊本県かるた協会）

（熊本県かるた協会）

（熊本県かるた協会）

（熊本県かるた協会）

◆ D級／ 64名

優勝大道隆成

内田春香

白木泰雄

森山麻衣子

渡辺万喜

市来謙司

葛原悠太
中野舞桜

2
 

3
 

位

位

（九州大学）

（鹿児島県かるた協会）

（徳島県かるた協会）

（若菜会）

（筑紫女学園高校）

（九州大学）

（鹿本高校）

（三芳かるた会）

◆シニアの部／11 名

優勝藤木美千子（行橋かるた会）

2 位中嶋道子（梅の会）

3 位奥 米子（行橋かるた会）

4 位古賀昌子（梅の会）

2
 

◆初心者級（小学生）／45名

優勝木庭しおり （内田かるた会）

佐々木紫子 （束若久小学校）

深町文美（三芳かるた会）

山口美可子 （中津ややま会）

岩熊彩乃（なにはがた会）

植山怜奈（中津ややま会）

石谷陽南子 （三芳かるた会）

梶原有加里 （山口県かるた協会）

3
 

位

位

◆初心者級（中学生以上）／23名

優勝宮地和代（行橋かるた会）

2 位 上國料美歩 （鹿児島県かるた協会）

3 位松永麗奈（熊本県かるた協会）
井上葉月（若菜会）

J 
JR九州

この夏、

0 倍
出会

SU四匹 X ti岡美少女回鑑 x 佐茸美少女図鑑

魏翡醤吼ジ炉

ぬ饂
年怨ジヘージ
期間中に SUGOCAで」 R九州の列車を

ご利用になると SUGOCAポイントが通常

1 ％のところ、 10倍の 10%! さらに、お買い

物でもポイント 2倍！博多駅筑紫□側「いっ

ぴん通り」でのお買い物ならポイント 6倍！

ご利用方法によっては、ポイントがつかない場合もあります。
SUGOCAポイント及びキャンペーンの詳細は、 SUGOCA
ホームベージでご確認ください。

http: //www. s u g oca. j p 
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宗
像
市
海
開
き

六
月
二
十
五
日
、
神
郡
宗
像
に
夏
の
訪
れ
を

告
げ
る
海
開
き
神
事
（
主
催1
1
宗
像
観
光
協
会
・

玄
海
ホ
テ
ル
旅
館
組
合
）
が
本
年
は
宗
像
サ
ン

セ
ッ
ト
マ
リ
ン
フ
ェ
ス
タ
と
併
せ
、
釣
川
河
ロ
・

江
口
浜
に
て
行
わ
れ
、
多
く
の
親
子
連
れ
が
参

列
し
盛
大
に
斎
行
さ
れ
た
。

当
日
は
生
憎
の
曇
空
で
は
あ
っ
た
が
、
午
前

十
時
各
団
体
の
関
係
者
に
加
え
、
海
に
入
り
た

い
逸
る
気
持
ち
を
抑
え
な
が
ら
多
く
の
子
供

達
も
神
事
に
参
列
、
時
折
心
地
よ
い
風
が
吹
き

抜
け
る
中
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
海
の
安
全
と
宗
像

地
域
の
賑
わ
い
が
祈
念
さ
れ
た
。

祭
典
終
了
後
に
は
神
職
が
深
浜
海
岸
、
勝

浦
海
岸
へ
向
か
い
、
本
格
的
な
シ
ー
ズ
ン
到
来

を
前
に
、
市
内
各
海
水
浴
場
を
祓
い
清
め
た
。

と
懸
命
に
取
り
組
ん
了
た
だ
き
、
受
講
し
た
巫
女
か
ら
は
「
神
楽

で
い
た
。
：
を
今
ま
で
以
上
に
好
き
に
な
る
こ
と
が
で

日曜
本
年
は
一
般
諸
祈
：
き
た
」
等
の
声
が
聞
か
れ
た
。

月
｛
＂
う
ら
や
す
の
ま
い
ゆ
う
き
ゅ
う
の
ま
い

願
や
神
前
結
婚
式
等
一
ま
た
、
本
年
は
浦
安
舞
の
他
に
悠
久
舞

日
iー

七
月
八
ー
十
二
日
の
五
日
間
、
神
社
音
：
を
先
生
に
ご
覧
頂
き
、
巫
女
の
作
法
、
立
：
も
ご
指
導
頂
き
、
講
習
会
最
終
日
に
は
巫

月
i
.
"
ゆ
う
き
ゅ
う
の
ま
い

8
]

楽
協
会
よ
り
磯
部
恵
子
先
生
を
お
迎
え
i
振
る
舞
い
、
参
拝
者
へ
の
対
応
等
も
ご
指
一
女
ら
が
大
前
で
悠
久
舞
を
奉
奏
し
た
。

年
J竺

し
、
神
楽
舞
を
集
中
的
に
ご
指
導
い
た
だ
こ
導
頂
い
た
。
一
先
生
は
神
社
音
楽
協
会
講
師
と
し
て

F
．
き
、
平
素
見
落
と
し
が
ち
な
癖
を
ご
指
摘
一
先
生
よ
り
指
先
、
足
先
ま
で
神
経
を
集
丁
全
国
の
お
社
に
て
ご
指
導
さ
れ
て
お
り
、

成
｝一

頂
く
な
ど
有
意
義
な
講
習
会
と
な
っ
た
。
丁
中
さ
せ
る
事
、
「
巫
女
は
神
楽
を
舞
う
こ
二
福
岡
で
は
住
吉
神
社
で
神
楽
舞
を
ご
指

i
巫
女
職
は
現
在
十
三
名
、
年
間
を
通
し
丁
と
に
よ
り
大
神
様
に
御
奉
仕
し
て
い
る
姿
こ
導
さ
れ
な
が
ら
、
神
職
と
し
て
も
磯
部
稲

f
て
一
番
神
社
が
落
ち
つ
い
て
い
る
こ
の
時
二
勢
を
み
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
気
言
村
神
社
（
茨
城
県
桜
川
市
）
で
ご
奉
仕
さ

一
期
に
例
年
神
楽
舞
の
講
習
会
を
実
施
し
一
持
ち
の
込
も
っ
て
い
な
い
舞
は
絶
対
に
舞
っ
L
れ
て
い
る
。
今
後
も
温
習
を
重
ね
、
来
年

i
研
鑽
に
努
め
て
い
る
。
期
間
中
は
社
頭
状
一
て
は
な
ら
な
い
」
と
舞
に
対
す
る
基
本
的
i
の
講
習
会
で
は
更
に
成
長
し
た
姿
を
先
生

像
一
況
を
み
な
が
ら
交
代
で
参
加
し
、
温
習
終
一
姿
勢
に
つ
い
て
な
ど
熱
心
な
ご
指
導
を
い
一
に
ご
覧
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

A

一
了
後
も
夜
八
時
ま
で
自
主
練
習
を
行
い
巫

T

B

 

K
Af
女
達
は
正
し
い
神
楽
舞
を
身
に
つ
け
よ
う

f
 

A” 
N

B

 

U

"

r

 
i
 

M
i
.
 

i
 

宗
一一

印
一

発
f

日1
i
 

月
｛
毎
i

可
[
午
[
＝
＝I-ロ
一

物
一便

一
郵種

4

三
｛

第
(" 

,
 

6
i
 
oi
 

6
f
 

第
｛

巫
女
神
楽
舞
講
習
会

S

神
社
音
楽
協
会
・
磯
部
先
生
を
お
招
き
し
S

. 

み加

世界初。
ANAは最新鋭機
ボーイング787 を全世界に
先駆けて導入します。

ANA 
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日
＇
り
報
告
さ
れ
、
一
同
黙
祷
を
捧
一
会
議
終
了
後
に
は
各
評
議
員
に
担
当

1
-氏子
会
評
議
員
会
げ
た
。
瓜
区
の
人
形
・
献
米
袋
を
持
ち
帰
り
頂

li
'
ー
ー
ー

1

．
ー
l

ー
．
議
事
で
は
七
．
．
炉
き
、
大
祓
式
並
夏
越
祭

月
5

六
月
二
十
三
日
、
本
年
度
第
一
回
目
の
一
月
三
十
一
日
の
大
祓
式
．9

,

、

E

へ
向
け
、
配
布
作
業
が

8
5
 

年
一
氏
子
会
評
議
員
会
が
当
大
社
清
明
殿
に
・
並
夏
越
祭
に
つ
い
て
事
·`
-
l
-

行
わ
れ
る
。

3

h

 成
一
て
置
鮎
玄
二
郎
会
長
以
下
七
十
二
名
出
二
務
局
よ
り
意
義
説
明
が
一
ノ
弊
誌
八
月
号
発
刊

ヰ
｛
席
の
下
、
開
催
さ
れ
、
平
成
二
十
三
年
度
一
あ
り
、
旧
宗
像
郡
内
に
t
＿
沿
湘
’
`
、
時
に
は
、
大
祓
式
並
夏

•
閲

1

i
夏
の
大
祓
式
に
関
わ
る
人
形
並
献
米
袋
の
一
配
布
す
る
人
形
・
献
米
幽

·
r

．
＼
越
祭
も
終
わ
り
本
格

二
配
布
並
取
り
纏
め
の
件
を
中
心
に
審
議
が
一
袋
の
取
り
纏
め
の
ご
理
一
●
一
，

A
，
的
な
夏
を
迎
え
て
い
る

i
な
さ
れ
た
。
二
畔
ご
協
力
の
依
頼
が
な

1
-

—
：
｝
！
ー
が
、
人
形
配
布
作
業
に

｛
当
日
、
本
殿
に
て
正
式
参
拝
の
後
、
清
一
さ
れ
た
。
ま
た
氏
子
納
罪
．
御
奉
仕
頂
い
た
皆
様
に

二
明
殿
に
移
動
。
開
会
に
先
立
ち
、
去
る
六
丁
金
の
件
、
氏
子
会
研
修
一
伊

4

は
、
紙
面
を
以
ち
ま
し

像
一
月
十
七
日
に
中
村
昴
副
会
長
（
福
津
市
こ
脈
行
の
件
に
つ
い
て
も
審
．
へ
，
ヽ
｀
サ
て
御
礼
の
ご
挨
拶
を
申

A

一
内
殿
）
が
御
逝
去
さ
れ
た
事
が
事
務
局
よ
二
議
並
報
告
が
な
さ
れ
た
。
し
上
げ
ま
す
。

A
-
k
-[

-
『
汀
且
"
9閲
叫
冑
。
ぃ
｀
[
[

｝
七
月
四
ー
六
日
の
二
泊
三
日
で
、
氏
子
こ
ザ
江
の
ド
ラ
マ
館
」
、
戦
国
大
名
浅
井
氏
一
丹
空
港
よ
り
飛
行
機
で
帰
福
。
福
岡
空
港

疇
一
会
研
修
旅
行
が
置
鮎
玄
二
郎
会
長
以
下
一
の
歴
史
と
浅
井
三
姉
妹
の
生
涯
、
小
谷
城
[
か
ら
は
パ
ス
で
各
地
区
ご
と
に
下
車
し
散

竺
二
十
八
名
参
加
の
下
、
近
江
神
宮
、
白
山
一
の
攻
防
戦
等
を
展
示
す
る
「
小
谷
・
江
の
丁
会
と
な
っ
た
。

郵
一
種
＂
比
眸
神
社
参
拝
を
中
心
と
し
た
行
程
で
：
ふ
る
さ
と
館
」
を
見
学
し
た
。
一
今
回
の
道
中
は
、
梅
雨
時
期
に
も
関
わ

0
8
-
実
施
さ
れ
た
。
一
午
後
よ
り
福
井
県
に
入
り
、
「
一
乗
谷
：
ら
ず
、
滋
賀
県
か
ら
北
陸
地
方
に
か
け
て

5

初
日
は
宗
像
大
社
を
始
め
各
地
区
毎
一
朝
倉
氏
遺
跡
」
を
見
学
、
曹
洞
宗
大
本
山
一
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
病
気
や
事
故
も
な
く

3
6i
に
集
合
し
バ
ス
で
門
司
へ
向
か
い
、
新
門
二
ゞ
氷
平
寺
」
を
参
拝
し
、
石
川
県
加
賀
市
」
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
来
年
も

圏
司
港
よ
り
フ
ェ
リ
ー
に
乗
船
、
船
中
泊
し
二
り
山
中
温
泉
に
て
宿
泊
し
た
。
一
日
の
疲
：
多
く
の
皆
様
の
御
参
加
を
お
願
い
す
る
と

和
ゞ号

た
。
了
れ
を
癒
し
、
夕
刻
の
懇
親
会
で
は
山
の
幸
了
と
も
に
、
格
別
の
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た

6
 

翌
朝
、
大
阪
の
泉
大
津
港
に
到
着
、
バ
：
を
堪
能
し
、
互
い
に
親
睦
を
深
め
た
。
：
各
神
社
宮
司
様
は
じ
め
職
員
の
皆
様
に

5―
ス
に
て
大
河
ド
ラ
マ
で
話
題
の
浅
井
三
姉
三
日
目
は
、
加
賀
国
一
宮
「
白
山
比
眸
は
、
紙
面
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

一
妹
ゆ
か
り
の
地
、
滋
賀
県
長
浜
へ
向
か
っ
□
神
社
」
を
正
式
参
拝
、
村
山
宮
司
様
よ
り
一
ま
す
。

”九州電力
ずっと先まで、明る＜したい。

暑中御見舞い申し上げます
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神前結婚式挙式者芳名
（平成23年6 月～ 7 月）

一
2
9日

2
4日

1
8日

9

日

6

日

7

月
3

日
2
6日

2
0日

1
8日

6

月

1
1日

岩
本
航
太
様

吉
野
沙
貴
様

白
木
久
喜
様

外
尾
知
子
様

弘
毅
様

涼
子
様

濱
田

川
津

旦
局

那
野

木
山

廣
渡

井
上

狩
川

羽
山
政
年
様

大
野
綾
子
様

............................ 

中
野
純
様

足
立
樹
梨
様

....... 

品
川

藤
田

永
島

南....... 

山
下
哲
郎

戸
畑
ひ
と
み

隈
本

伊
藤

賢
司

佳
子守

陽
子

庸
介

理
英

新
平

康
子

様様：様様様様様様：様様

（
ジ
ョ
ナ
サ
ン
ソ
リ
ア
ー
ノ
）

]
o
n
at
h
a
n
 S
o
r
i
a
n
0様

田
尻
伸
子
様

重
住
徹
様

森
野
ひ
と
美
様

........ 
大
迫

寺
嶋

孝
佳
様

靖
子
様

健
介
様

智
子
様

賢
嗣
様

祥
子
様

古
賀
市

福
岡
市

宗
像
市

京
都
府

福
津
市

福
岡
市

宗
像
市

北
海
道

直
方
市

宗
像
市

福
津
市

熊
本
県

遠
賀
郡

遠
賀
郡

福
岡
市

fと·.;•一

現在の神門は、大正15年(1926) に竣工したものです 昭和5年(1930) 大正11 年 (1922)

私たちは生活者の立場で考え、
ーザーの気持ちを的確に捉え、

間、個々の商品、サーピスに至る

の力を発揮し

顧客の立場で行動します。

三福岡市博多区綱場町2-2 福岡第一ピル1F 〒812-0024
Tel 092-291-8801 Fax092-291-8805 

株式会社ジプ生ータップ
http://www.ga-tap.co.jp 

一…り五り東京都千代田区九段北1-13-1 九段中坂ピル3F 〒 102-0073
Tel 03-3221-1735 Fax03-3221-1736 

暑中御見舞い申し上げます
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一
大
の
学
生
だ
っ
た
が

-
K
B
Cの
ア
ル
バ
イ

一
卜
で
取
材
中
に
火
砕

こ
流
に
巻
き
込
ま
れ
て

一
亡
く
な
っ
た
。
館
の

宝
永
地
震
（
一
七0
七
）
はM
8
の
巨
大
一
近
年
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ス
マ
ト
ラ
島
の
も
こ
れ
一
人
に
名
簿
を
見
せ
て

地
震
で
あ
っ
た
。
被
害
は
東
海
道
か
ら
中
国
、
一
に
近
い
状
況
で
あ
り
、
今
度
の
東
北
大
震
災
了
も
ら
い
、
若
い
命
に

九
州
に
及
び
多
く
の
死
者
も
出
た
。
ま
た
大
一
も
場
所
に
よ
っ
て
こ
れ
に
近
い
か
、
こ
れ
以
上
一
冥
福
を
祈
っ
た
。
帰

地
震
前
に
は
富
士
の
爆
発
も
起
っ
て
い
る
。
一
の
高
さ
の
津
波
が
襲
っ
て
い
る
。
撮
影
が
山
一
る
途
中
で
、
自
衛
隊
の
災
害
地
派
遣
車
両
と

今
新
幹
線
の
車
窓
か
ら
富
士
山
を
見
る
と
斜
二
高
台
）
な
い
し
ビ
ル
の
屋
上
や
航
空
機
か
ら
一
す
れ
ち
が
っ
た
。
今
回
の
大
地
震
で
は
自
衛

面
に
大
き
な
窪
み
が
あ
り
、
こ
れ
が
宝
永
四
一
の
撮
影
で
、
高
低
差
が
分
か
ら
な
い
が
、
目
一
隊
の
活
動
は
、
国
民
に
大
き
な
印
象
を
与
え

年
に
大
爆
発
し
た
時
に
出
来
た
噴
火
口
で
「
宝
i
線
で
撮
影
す
れ
ば
滝
の
よ
う
に
な
っ
て
見
え
一
た
。

永
火
口
」
（
火
口
は
三
つ
か
ら
な
り
第
-
火
[
た
で
あ
ろ
う
。
一
天
保
元
年
(
-
八
三

0
)
M紅、
京
都
の
中

口
が
一
番
大
き
い
）
と
よ
ば
れ
る
。
こ
の
大
一
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
長
崎
県
雲
仙
爆
一
心
部
に
被
害
集
中
、
死
者
二
八

0
、
傷

爆
発
に
は
、
江
戸
の
街
々
に
も
灰
が
降
っ
て
い
一
発
で
眉
山
崩
れ
が
お
こ
り
海
に
入
り
、
津
波
―
―
三

0
0
、
五
ヶ
月
間
の
余
震
六
三
五
回
を

る
。
噴
火
と
地
震
と
も
深
い
関
係
が
あ
り
、
丁
と
な
っ
て
有
明
海
沿
岸
を
襲
い
、
死
者
一
万

□
数
え
た
と
い
う
。
余
震
は
精
神
的
に
圧
力
を

海
に
近
い
と
こ
ろ
で
は
山
の
崩
落
が
津
波
を
一
五
千
、
流
失
家
屋
約
六
千
、
世
に
い
う
「
島
一
か
け
、
不
安
と
恐
怖
を
増
大
さ
せ
ス
ト
レ
ス

起
す
場
合
も
あ
る
（
後
述
）
二
原
大
変
肥
後
迷
惑
」
と
い
わ
れ
た
。
丁
と
な
る

C

明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
の
津
軽
大
地
震
一
雲
仙
・
普
賢
岳
は
二
百
年
ぶ
り
一
九
九
〇
一
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）

M
紅
、
根
室

M
紐
で
は
弘
前
城
が
破
損
、
潰
家
七
千
余
、
こ
ヰ
に
爆
発
、
一
九
九
一
年
に
は
取
材
を
し
て
一
沖
、
陸
上
の
被
害
は
小
だ
っ
た
が
、
厚
岸
で
津

死
者
一
五
0
0

余
で
あ
っ
た
。
地
震
の
場
所
一
い
た
マ
ス
コ
ミ
の
関
係
者
四
三
名
の
犠
牲
者
一
波
の
高
さ
一
五
尺
（
約
5
0
m
)
が
襲
い
、
死

に
も
よ
る
が
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
城
が□
か
出
た
。
今
年
六
月
に
宗
像
の
「
歴
訪
」
の
四
六
人
、
家
屋
破
壊
七
五
゜

.j. 

崩
れ
た
り
、
石
垣
が
壊
れ
た
り
し
て
い
る
例
：
み
な
さ
ん
と
、
島
原
城
と
震
災
施
設
を
、
i

r
,
.
.
.
]
f
弘
化
四
年
(
-
八
四
七
）

M

・
マ

も
多
い
。
五
学
し
て
き
た
。
生
憎
の
大
雨
で
見
：
‘
｛
A
信
州
善
光
寺
地
震
は
善
光

穿
｝
▲
ー
―
.
←
4
7

明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
の
八
重
山
地
震
二
学
は
十
分
で
な
か
っ
た
が
、
施
設
の
・
·
·
:
]
寺
平
を
中
心
に
大
被
害
、
参

9
.
 

は
M
口
で
石
垣
島
で
は
|
_
,
'
’
’
た
火
砕
流
の
再
現
や

[
1i
`
／
｛
拝
に
訪
れ
た
善
男
善
女
を
含

4
｀
ー
r

津
波
被
害
が
大
き
く
、
認
噺
バ
グ
岳
の
し
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
震
災
花
．

x

i
.
一
ヽ
め
て
死
者
八
六

0
0

余
、
潰

汀
こ
鬱
ぞ

[
T
[
]
:
-
』

”□
0
:

全
壊
三
七
六
、
津
波
→
ム
輝
光
陵
高
校
に
勤
め
て
，
．
め
数
十
力
村
水
没
、
四
月

到
達
高
は
8
5
m
、
世
界
<
W人
歪
い
た
頃
の
生
徒
に
西
村
知
十
三
日
止
め
た
土
砂
決
壊
、

最
大
の
部
類
に
入
る
。
ー
ー

_

_

 ,
·
楠
君
が
い
た
。
そ
の
時
、
福
哲
．
で
洪
水
が
起
き
て
い
る
。

（続）

ク
，
．
ヽ
娑
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t
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畔
＇宗
像
大
社
歌
会
詠
草
5
 

大
西
晶
子
選
毎
月
2
日
メ
切

宗
像
市
土
穴
山
本
静
子
[

北
斎
展
ひ
と
り
め
ぐ
り
い
て
初
公
開
烏
帽
子
の
放
屁
の
軸
に
ぞ
出
会
う
一

C

放
屁
図
に
強
い
印
象
を
受
け
た
作
者
。
〈
北
斎
展
め
ぐ
り
て
遇
え
[

-
J
り
初
公
開
の
烏
帽
子
の
男
放
屁
す
る
絵
図
〉
と
し
た
。
一

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子

桃
の
つ
ゆ
滴
る
を
皿
に
受
け
と
め
て
齢
ひ
と
つ
を
重
ぬ
る
こ
よ
ひ
i

、
誕
生
日
の
夜
の
ち
ょ
っ
と
複
雑
な
気
持
ち
が
静
か
に
詠
ま
れ
た
[

―
一
首
。
三
旬
切
れ
に
し
て
も
良
い
。

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊
~

亭
々
と
贅
ゆ
る
大
樟
仰
ぎ
み
れ
ば
小
さ
く
小
さ
く
花
の
か
ず
か
ず
一

楠
の
大
木
と
そ
の
花
の
小
さ
さ
の
対
比
が
面
白
い
。
四
句
は
重
[

一
ね
ず
〈
白
く
小
さ
き
〉
な
ど
と
し
て
は
。
＂

福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

箱
根
路
を
ひ
た
す
ら
走
し
る
車
窓
よ
り
霊
峰
富
士
の
勇
姿
に
歓
声
[

E
U
富
士
山
に
感
動
す
る
作
者
が
見
え
る
よ
う
。
霊
峰
を
〈
雪
か
む
る
〉
一

r
な
ど
描
写
に
す
る
と
読
者
に
も
景
色
が
見
え
る
。
i

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一
．

蜜
峰
も
雀
峰
も
来
る
梅
雨
の
間
の
わ
が
家
の
庭
は
音
の
絶
え
ざ
り
一

E

蜂
の
羽
音
を
気
に
か
け
る
作
者
の
繊
細
さ
。
花
の
咲
く
美
し
い
[

“ ' 仁
庭
を
想
像
す
る
。
三
句
は
〈
梅
雨
晴
れ
の
〉
で
は
。
i

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

ね
ず
み
も
ち
の
白
き
小
花
の
盛
れ
る
に
梅
雨
の
は
し
り
か
雨
降
り
や
ま
ず
[

し
っ
と
り
と
し
た
歌
。
作
者
は
花
と
雨
に
よ
せ
て
感
情
の
陰
影
[

L
を
表
現
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。
~

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

ト
ル
コ
人
は
親
日
的
で
愛
想
よ
し
少
年
達
が
挨
拶
く
る
る
[

遭
楽
し
い
旅
の
歌
。
ト
ル
コ
語
の
挨
拶
の
言
葉
を
入
れ
た
歌
な
ど
一

も
読
ん
で
み
た
い
。

無
病
と
て
瓢
箪
六
つ
描
く
皿
を
割
り
た
る夜

更
け
せ
な
か
が
か
ゆ
い

' 

笹
の
葉
の
さ
ら
さ
ら
の
髪
を
と
ば
り
と
し姫

君
ね
む
る
タ
ベ
の
バ
ス
で

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

宇
宙
よ
り
撮
ら
る
る
夜
の
東
京
の
あ
か
り
は
ま
る
で
金
の
蜘
蛛
の
巣

金
の
蜘
蛛
の
巣
の
比
喩
が
的
確
で
美
し
く
、
ち
ょ
っ
と
批
評
性

も
あ
り
そ
う
な
良
い
歌
。

ぶ
i

宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

置
き
場
所
を
忘
れ
ぬ
為
に
記
し
た
る
メ
モ
の
あ
り
か
を
思
い
出
さ
ず

L
I中
高
年
に
な
れ
ば
誰
に
で
も
あ
る
こ
と
を
が
っ
か
り
せ
ず
に

歌
の
種
に
す
る
作
者
。
ユ
ー
モ
ア
と
ペ
ー
ソ
ス
が
漂
う
。

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

畑
に
出
で
草
抜
き
を
れ
ば
プ
ー
ル
か
ら
子
等
の
明
る
き
声
が
弾
け
る

，
夏
ら
し
く
爽
や
か
。
声
が
弾
け
る
は
新
聞
や

T
V

で
使
い
古
さ

．
れ
た
表
現
な
の
で
普
通
に
〈
聴
こ
え
来
〉
で
よ
い
。
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子

そ
よ
風
が
落
と
す
実
梅
に
潰
頃
を
計
り
て
椀
が
む
日
和
り
良
き
日
に

＇
実
感
が
こ
も
っ
た
良
い
歌
。
長
年
、
自
家
製
の
梅
の
実
で
梅
潰

け
を
作
っ
て
き
た
作
者
だ
ろ
う
と
感
心
し
た
。

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

見
な
れ
こ
し
万
年
筆
で
〈
罵
罵
〉
と
亡
き
友
が
教
ふ
お
で
ん
屋
の
夢

亡
く
な
っ
た
友
人
の
リ
ア
ル
な
夢
。
盤
雌
に
は
が
う
が
う
（
ロ

,
U
 語

で
は
ご
う
ご
う
）
と
ル
ビ
を
。
四
句
は
〈
書
く
〉
が
要
る
の
で
は
。

福
岡
市
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加
野
シ
ノ
ブ

チ
ガ

梅
雨
晴
れ
間
木
々
の
緑
は
洗
わ
れ
て
葉
色
は
違
い
阻
屋
の
庭

1
雨
後
の
木
々
の
葉
色
に
注
目
し
た
目
が
良
い
。
〈
梅
雨
晴
れ
間
雨

.. 

に
洗
わ
れ
木
々
の
葉
の
緑
そ
れ
ぞ
れ
階
屋
の
庭
〉
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口
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国
〗
っ
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま

n

し
た
。
今
年
度
よ
り
広
報
担
当
と
な
り
、
当
大
社

n

が
所
蔵
す
る
昔
の
写
真
や
記
録
に
目
を
通
す
機
会
ぃ

が
多
く
な
り
ま
し
た
。
時
間
を
見
つ
け
て
は
書
庫

Z

等
に
入
り
込
み
、
新
た
な
発
見
に
＿
人
で
密
か
に
楽

w

し
ん
で
い
ま
す
烹
同
時
に
先
輩
神
職
の
資
料
整
理
／

t
 

の
到
密
さ
に
は
脱
帽
し
ま
す
。
自
分
も
し
な
け
れ
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ば
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
す
が
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·
。
な
か
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t

か
簡
単
に
は
行
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ん
マ
今
回
の
大
正
時
代
の

神
門
の
写
真
は
戦
前
、
内
務
省
神
社
局
が
撮
影
し

た
も
の
で
あ
り
、
他
に
も
数
十
点
、
沖
ノ
島
を
含

め
当
大
社
の
当
時
の
様
子
を
伝
え
る
写
真
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
皆
様
に
紹
介
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
▼
本
格
的
な
夏
を
迎
え
ま

す
。
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様
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付
け
下
さ
い
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